
議長席から見て左側

議長席から見て右側
令和元年７月３日　６月定例会・本会議場で撮影
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潟
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市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
市
政
の
発
展
と
市
議
会
の
活
動
に
格
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
潟
開
港
１
５
０
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
る
令
和
元
年
５
月
臨
時
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
長
な
ら
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
全
国
的
に
少
子
・
超
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
み
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
本
市
も
同
様
に
、
人
口
減
少
や
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
市
議
会
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

負
託
や
信
頼
に
応
え
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
議
論
を
深
め
、
誰
も
が
暮
ら
し
た

い
と
思
う
魅
力
あ
る
拠
点
都
市
・
新
潟
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
市
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、

本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
全
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就任のあいさつ

副議長
佐藤 誠

議長
佐藤 豊美

市の花「チューリップ」
発行：新潟市議会  編集：新潟市議会広報委員会 〒951-8550 新潟市中央区学校町通1番町602番地１  ☎025‐226‐3385 令和元年（2019年)８月４日

（年４回発行）

第86号

新しい「目」で、
新しい「心」で、
新しい「新潟市」

●次回の定例会のお知らせ　９月定例会は９月13日から10月７日までの25日間の会期で開催の予定です。



集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
と

　

新
潟
三
越
撤
退
後
の
古
町
・
本
町
地
区

古
泉　

幸
一（

翔
政
会
）

 　
　

市
長
は
平
成
31
年
２
月
議
会
に
お

い
て
、
切
迫
し
た
本
市
の
財
政
基
盤
の

立
て
直
し
の
た
め
に
、
今
後
３
年
間
の

財
政
に
特
化
し
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を

本
年
度
半
ば
ご
ろ
を
め
ど
に
策
定
す
る

と
答
弁
し
て
い
る
が
、
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

約
１
０
０
０
の
事
務
事
業
を
対
象

に
休
廃
止
も
含
め
た
洗
い
出
し
や
優
先

度
の
見
極
め
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設

の
種
類
ご
と
の
配
置
方
針
の
策
定
に
向

け
て
組
織
横
断
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 　
　

本
市
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
古

町
・
本
町
地
区
で
は
空
き
店
舗
が
急
増

し
、
来
年
３
月
に
は
新
潟
三
越
の
撤
退

が
決
ま
っ
て
い
る
。
撤
退
後
の
古
町
・

本
町
地
区
は
商
業
地
域
で
は
な
い
ま
ち

づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

さまざまな都市機能が集まる古町地区

　
　

こ
の
ま
ち
の
本
来
の
姿
を
省
み
る

と
、
商
業
の
他
、
業
務
、
居
住
、
観
光

な
ど
多
様
な
都
市
機
能
を
回
帰
さ
せ
る

新
た
な
方
向
性
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

文
化
型
産
業
へ
の
支
援
・
育
成
と

 

家
族
農
業
へ
の
支
援

倉
茂　

政
樹

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

地
元
密
着
型
の
衣
食
住
関
連
産
業

を
担
う
中
小
零
細
企
業
は
、
地
域
循
環

型
経
済
に
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
ら
の
産

業
は
地
域
特
性
を
基
礎
と
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
共
に
発
展
し
て
き
た

文
化
型
産
業
で
あ
り
、
地
域
振
興
を
図

る
た
め
に
も
支
援
・
育
成
す
べ
き
で
は
。

　
　

地
域
文
化
や
伝
統
に
根
差
し
た
製

品
づ
く
り
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
中
小

企
業
の
振
興
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
循

環
や
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 　
　

家
族
農
業
や
親
元
就
農
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
や
地
域
環
境

を
含
む
景
観
維
持
に
貢
献
し
、
栽
培
技

術
の
継
承
も
容
易
で
あ
る
と
い
う
他
の

業
種
に
は
な
い
特
色
が
あ
る
。
本
市
の

農
業
政
策
に
、
家
族
農
業
へ
の
支
援
を

明
確
に
位
置
付
け
る
べ
き
で
は
。

　
　

家
族
経
営
体
は
地
域
の
生
産
活
動

や
環
境
保
全
な
ど
農
村
地
域
を
守
る
上

で
重
要
で
あ
る
。
農
機
具
導
入
支
援
な

ど
は
担
い
手
の
生
産
性
や
所
得
向
上
な

ど
の
取
り
組
み
を
優
先
し
て
い
き
た
い
。

安
倍
政
権
の
評
価
と

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
の
現
状
・
課
題

加
藤　

大
弥

（
民
主
に
い
が
た
）

 　
　

安
倍
首
相
は
９
条
の
改
悪
を
含
め

た
憲
法
改
正
を
宿
願
と
し
て
い
る
が
、

改
正
す
る
の
で
は
な
く
、
９
条
の
理
念

に
照
ら
し
て
、
膨
張
す
る
防
衛
予
算
や

防
衛
装
備
の
実
態
を
精
査
し
、
国
民
生

活
の
安
心
・
安
全
の
観
点
か
ら
財
源
を

振
り
向
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　

本
年
度
の
国
家
予
算
全
体
と
し
て

は
持
続
可
能
な
社
会
保
障
の
確
立
と
国

民
の
安
心
・
安
全
確
保
に
取
り
組
む
内

容
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
社
会
保

障
の
充
実
な
ど
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

 　
　

本
市
の
子
育
て
支
援
策
の
一
つ
で

あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
は
、
子
育
て
を
手
伝
っ
て
ほ

し
い
依
頼
会
員
と
手
伝
い
た
い
提
供
会

員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
も
の
で
、

う
ま
く
マ
ッ
チ
で
き
れ
ば
大
変
有
効
な

事
業
だ
が
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

●新潟市ファミリー・サポート・センター
　核家族化の進展や、近所付き
合いが希薄になるなど、親類や
地域での助け合いが難しくな
る中、地域社会で子育てを支え
ようと開設された組織。子育て
に関する援助を受けたい人と援
助を行いたい人がそれぞれ会員
登録し、同センターのアドバイ
ザーが依頼会員のニーズに応じ
て提供会員を紹介している。

　
　

依
頼
会
員
に
比
べ
提
供
会
員
が
少

な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
広
く
周
知

を
行
い
、
提
供
会
員
の
確
保
に
努
め
る

な
ど
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

財
政
予
測
計
画
の
策
定
と

　

公
共
工
事
の
施
工
時
期
な
ど
の
平
準
化

小
山　

進
（
新
潟
市
公
明
党
）

 　
　

財
政
目
標
に
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
や

そ
の
時
々
の
事
象
を
漏
れ
な
く
反
映
さ

せ
る
こ
と
で
、
よ
り
市
民
に
本
市
の
真

実
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考

え
る
。
そ
れ
ら
を
網
羅
し
、
財
務
分
析

の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
た
財
政
予
測

計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　

新
た
な
財
政
見
通
し
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
財
政
指
標
を

分
析
の
上
、
本
市
の
財
政
状
況
の
課
題

が
市
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

 　
　

公
共
工
事
の
施
工
時
期
な
ど
の
平

準
化
に
つ
い
て
、
本
市
は
国
の
求
め
に

応
じ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
関

係
団
体
の
中
に
は
、
本
市
の
取
り
組
み

が
十
分
で
は
な
い
と
し
て
改
善
を
求
め

る
声
も
あ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

今
後
も
繰
越
明
許
費
や
債
務
負
担

行
為
の
設
定
を
引
き
続
き
積
極
的
に
活

用
し
、
工
事
の
発
注
や
施
工
時
期
の
平

準
化
を
図
る
よ
う
努
め
る
。

●繰越明許費
　歳出予算の経費の
うち、その性質上ま
たは予算成立後の事
由により、年度内に
その支出が終わらな
い見込みのあるもの
について、翌年度に
繰り越して使用でき
る経費。

公
設
介
護
保
険
施
設
の

　

指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
の
見
直
し

志
田　

常
佳

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

公
設
介
護
保
険
施
設
に
つ
い
て
は
、
施

設
・
設
備
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る

中
、
監
査
委
員
か
ら
、
運
営
者
の
指
定

管
理
者
に
は
施
設
の
長
寿
命
化
に
対
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
き
に
く
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
た
。
併
せ
て
施
設
を
売

却
し
所
有
と
経
営
を
一
体
化
す
る
、
あ

る
い
は
施
設
改
修
に
市
が
責
任
を
持
つ

な
ど
の
制
度
見
直
し
の
方
向
性
も
示
さ

れ
て
い
る
。
公
設
介
護
保
険
施
設
の
指

定
管
理
者
制
度
の
見
直
し
の
基
本
的
考

え
方
と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
見

直
し
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
ど
う
か
。

　
　

公
設
介
護
保
険
施
設
は
、
民
間
事

業
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な
が
ら
、

民
設
へ
の
移
行
を
基
本
に
見
直
し
を
行

う
。
ま
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

見
直
し
に
つ
い
て
も
、
民
間
事
業
者
と

の
競
合
に
よ
る
経
営
悪
化
や
地
域
の
実

情
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
民
設
へ
の

移
行
を
軸
に
、
事
業
の
在
り
方
に
つ
い

て
早
期
に
調
整
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
の
現
状
に
対
す
る
認
識
と

 

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援

青
木　

学

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

 　
　

本
市
は
長
年
に
わ
た
り
男
女
共
同

参
画
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
が
、

性
別
役
割
分
担
意
識
な
ど
、
本
市
の
掲

げ
る
目
標
ま
で
改
善
が
進
ん
で
い
な
い
。

今
後
女
性
活
躍
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
課
題
へ

の
対
応
を
含
め
実
質
的
な
男
女
共
同
参

画
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

新
た
に
女
性
活
躍
な
ど
の
項
目
を

加
え
た
市
民
意
識
調
査
の
結
果
な
ど
を

踏
ま
え
て
行
動
計
画
の
目
標
を
新
た
に

定
め
、
市
民
な
ど
と
の
協
働
の
下
、
引

き
続
き
積
極
的
な
推
進
に
努
め
て
い
く
。

 　
　

近
年
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
が
後
を
絶

た
ず
、
誰
も
が
突
然
被
害
者
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
被
害
者
に
寄
り
添
い
、

支
え
合
う
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に

本
市
は
ど
の
よ
う
に
支
援
を
進
め
て
い

く
の
か
。
ま
た
そ
れ
に
特
化
し
た
条
例

を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

本
年
度
制
定
し
た
犯
罪
被
害
者
等

支
援
要
綱
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
支
援

内
容
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。
条
例

制
定
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

●新潟市犯罪被害者等支援要綱
　犯罪被害者等基本法や新潟市犯罪
のない安心・安全なまちづくり条例
に基づき、本市における犯罪被害者
などの支援について必要な事項を定
めたもので、本年５月に施行された。
関係機関との連絡調整を図り、支援
に関する情報提供などを行うための
総合窓口の設置や、市が行う支援の
内容などについて定めている。

▼  

一
般
質
問
者
は
24
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼ 
 

の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

一
般
質
問
の
要
旨

月　日 会議名 会議の主な内容

５月21日 本会議
正副議長の選挙、常任委員および議会運営委員の
選任、一部事務組合議会議員の選挙、市長提出議
案の説明、人事案件に同意

５月22日 総務常任委員会 議案の審査、採決

５月23日 本会議 総務常任委員長による審査結果の報告、採決

月　日 会議名 会議の主な内容

６月13日 本会議 市長提出議案の説明、区選挙管理委員会委員およ
び補充員の選挙、人事案件に同意

６月14日 常任委員協議会 主要事業の説明（勉強会）

６月19日 本会議 特別委員会の設置、特別委員の選任
一般質問（４人）

６月20日
　～24日 本会議 一般質問（20人）

６月25日
　～28日 常任委員会 議案、諮問および陳情の審査、採決

７月１日 特別委員会 付議事項の調査・研究

７月３日 本会議 各常任委員長による審査結果の報告、討論、採決

５月臨時会の経過

６月定例会の経過

にいがた市議会だより 2令和元年（2019年）８月４日

●市議会ホームページでは会議録など、さまざまな議会情報を掲載しています。どうぞご利用ください。http://www.city.niigata.lg.jp/shigikai/index.html



（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

新
潟
水
俣
病
に
関
す
る
国
へ
の
要
望
と

 

集
合
住
宅
の
施
工
不
良
問
題

中
山　

均

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

 　
　

市
長
は
６
月
７
日
に
新
潟
水
俣
病

被
害
者
団
体
と
面
会
し
「
抜
本
的
な
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
県
と
共
に
国

に
要
望
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
と

報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
要
望
す
る
考
え

か
伺
う
。

　
　

全
て
の
水
俣
病
被
害
者
救
済
に
向

け
、
患
者
救
済
の
枠
組
み
の
見
直
し
な

ど
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 　
　

レ
オ
パ
レ
ス
の
集
合
住
宅
で
、
界

壁
・
外
壁
内
側
断
熱
材
・
天
井
部
な
ど

の
施
工
不
良
問
題
が
発
覚
し
て
い
る
が
、

本
市
に
お
い
て
は
現
在
ま
で
に
ど
の
よ

う
な
報
告
を
受
け
て
い
る
の
か
。
ま
た

転
居
が
強
い
ら
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
は

あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

５
月
末
時
点
の
レ
オ
パ
レ
ス
の
実

態
調
査
対
象
物
件
の
う
ち
本
市
は
２
７

２
棟
あ
り
、
施
工
不
備
の
内
容
や
是
正

計
画
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
現
時
点

で
、
引
っ
越
し
や
一
時
退
去
が
必
要
な

改
修
工
事
の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

本
市
の
拠
点
化
に
向
け
た
政
策
と

　

市
有
財
産
売
却
後
の
計
画
変
更

小
柳　

聡
（
民
主
に
い
が
た
）

 　
　

市
長
は
国
や
県
と
連
携
し
、
空
港
、

港
湾
、
高
速
道
路
、
新
幹
線
を
生
か
し

て
拠
点
化
を
進
め
る
と
言
う
が
、
具
体

的
な
政
策
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
前
市

長
の
下
で
進
め
ら
れ
て
き
た
拠
点
化
に

向
け
た
政
策
に
加
え
、
中
原
市
政
が
新

た
に
進
め
て
い
く
政
策
は
何
か
。

　
　

今
す
ぐ
新
市
政
の
中
で
こ
う
い
う

も
の
を
行
う
と
い
う
よ
り
も
、
こ
れ
ま

結
果
と
考
え
る
。
本
年
度
の
一
般
会
計

予
算
は
約
１
２
０
億
円
の
増
額
だ
が
、

問
題
は
増
額
分
を
市
債
と
市
税
収
入
で

賄
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
口
減
少

で
市
税
収
入
が
伸
び
な
い
中
、
財
政
力

に
見
合
っ
た
投
資
規
模
に
す
べ
き
で
は
。

　
　

建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
市
の

拠
点
化
に
資
す
る
事
業
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

を
優
先

し
な
が
ら
、
今
後
は
人
口
減
少
時
代
を

見
据
え
将
来
世
代
へ
の
過
度
な
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
厳
正
に
選
択
し
て
い
く
。

西
海
岸
公
園
の
松
く
い
虫
対
策
と

　

新
駅
設
置
が
本
市
に
も
た
ら
す
効
果

高
橋　

聡
子

（
民
主
に
い
が
た
）

 　
　

西
海
岸
公
園
の
松
林
は
防
風
、
防

砂
な
ど
の
役
割
の
他
、
市
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
近

年
は
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
が
急
速
に

広
が
り
、
市
の
対
応
が
追
い
付
か
な
い

状
況
で
あ
る
。
背
後
に
は
住
宅
も
密
集

し
て
い
る
た
め
、
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。西海岸公園の松林

　
　

保
安
林
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
護
国
神
社
や
新
潟
青
陵

大
学
、
地
元
自
治
会
な
ど
と
こ
れ
ま
で

以
上
に
連
携
を
強
化
し
対
応
し
て
い
く
。

 　
　

新
駅
設
置
は
本
市
の
交
通
施
策
上

有
効
で
あ
る
他
、
中
心
市
街
地
の
拠
点

機
能
が
強
化
さ
れ
、
交
流
人
口
、
雇
用

人
口
、
定
住
人
口
増
加
な
ど
に
も
大
き

く
寄
与
す
る
と
考
え
る
が
、
本
市
に
も

た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

い
が
た
庭
園
街
道
」を
本
市
の
観
光
誘

客
の
好
機
と
捉
え
、
美
し
い
日
本
庭
園
、

伝
統
建
築
、
さ
ら
に
食
と
古
町
芸
妓
も

併
せ
て
本
市
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
て

は
ど
う
か
。

　
　

古
町
芸
妓
や
料
亭
文
化
な
ど
を
庭

園
文
化
と
組
み
合
わ
せ
た
ツ
ア
ー
造
成

や
情
報
発
信
を
行
い
、国
内
外
へ
ア
ピ
ー

ル
す
る
他
、
庭
園
ガ
イ
ド
の
養
成
な
ど

市
民
と
共
に
取
り
組
み
を
支
援
し
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

 　
　

先
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
東
区
で

開
票
が
大
き
く
遅
れ
、
市
民
生
活
に
も

少
な
か
ら
ず
影
響
が
及
ん
だ
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
原
因
を
解
明
し
た
上
で
、

再
発
防
止
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

　
　

点
検
で
見
つ
け
た
混
入
票
と
点
検

済
み
の
票
が
混
ざ
ら
な
い
よ
う
、
混
入

票
を
入
れ
る
容
器
を
用
意
し
区
分
す
る
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
）

バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項
目
と

 

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の
縮
減

五
十
嵐　

完
二

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、

「
新
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
乗
り
換
え
手
法

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
」
と
の
質
問
で
、

回
答
の
選
択
肢
を
「
直
通
便
を
増
や
し

て
ほ
し
い
」
と
せ
ず
「
乗
り
換
え
へ
の

協
力
は
難
し
い
」
と
す
る
こ
と
に
何
か

意
図
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
新
バ

ス
シ
ス
テ
ム
の
課
題
で
あ
る
乗
り
換
え

に
つ
い
て
、
利
用
者
が
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
の
か
を
率
直
に
伺
い
た
い
と

考
え
選
択
肢
を
作
成
し
た
。

 　
　

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の
縮
減
に

は
増
員
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
国
の
抜
本
的
な
改
善
が
基
本
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
い
つ
に
な
る
か
見
通
せ
な

で
の
拠
点
性
の
向
上
で
取
り
組
ん
で
き

た
土
台
が
あ
る
た
め
、
国
や
県
と
連
携

し
、
課
題
を
補
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

拠点化に向け整備予定の新潟駅万代広場
のイメージ（今後の検討・協議により変更
の可能性があります）

 　
　

豊
栄
駅
前
倉
庫
用
地
の
売
却
で
は
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
ホ
テ
ル
建
設

を
提
案
し
た
事
業
者
が
選
ば
れ
た
が
、

ホ
テ
ル
の
規
模
を
縮
小
す
る
な
ど
計
画

変
更
し
た
。
市
民
の
大
切
な
市
有
財
産

を
条
件
付
き
で
売
却
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
計
画
変
更
が
認
め
ら
れ
る
の
か
。

　
　

当
初
の
ホ
テ
ル
事
業
に
他
の
事
業

を
追
加
し
た
も
の
で
、
北
区
の
に
ぎ
わ

い
な
ど
に
資
す
る
施
設
と
い
う
趣
旨
を

逸
脱
し
て
お
ら
ず
妥
当
と
判
断
し
た
。

集
中
改
革
の
進
め
方
と

　

財
政
力
に
見
合
っ
た
投
資
規
模

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

今
ま
で
の
行
政
改
革
プ
ラ
ン
に
よ

る
事
務
事
業
の
見
直
し
総
額
は
約
１
０

８
億
円
だ
が
、
主
な
削
減
内
容
は
市
民

サ
ー
ビ
ス
や
補
助
金
な
ど
で
、
市
民
活

動
の
縮
小
や
中
止
を
招
い
た
。
市
民
か

ら
は
不
満
の
声
が
聞
こ
え
る
が
見
解
は
。

　
　

市
民
の
皆
さ
ま
や
議
会
と
の
認
識

の
共
有
が
十
分
で
な
か
っ
た
点
も
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
集
中
改
革

は
丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

 　
　

本
市
の
財
政
危
機
は
、
財
政
力
や

市
税
収
入
以
上
の
投
資
を
行
っ
て
き
た

　
　
（
仮
称
）
上
所
駅
お
よ
び
（
仮
称
）

江
南
駅
は
交
通
施
策
上
有
効
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
新
駅
設
置
と
ま
ち
づ

く
り
が
一
体
的
に
進
む
こ
と
で
、
地
域

の
活
性
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
対
応
と

 

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
の
預
か
り
時
間

小
野　

照
子（

翔
政
会
）

 　
　

国
が
全
国
展
開
を
目
指
し
て
い
る

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
、
本
市
は
各
区
役
所
健
康
福
祉
課
に

開
設
し
て
い
る
「
妊
娠
・
子
育
て
ほ
っ

と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
位
置
づ
け
て
い

る
が
、
産
後
う
つ
な
ど
支
援
が
必
要
な

方
へ
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
地

区
担
当
保
健
師
が
連
携
し
、
継
続
的
に

訪
問
支
援
を
行
う
他
、
産
後
ケ
ア
事
業

や
専
門
医
療
機
関
へ
つ
な
ぐ
な
ど
、

個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
支
援
し
て
い
る
。

 　
　

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
運
営
管

理
を
行
っ
て
い
る
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
、
幼
保
時
期
と
就
学
後
の
預
か

り
時
間
の
違
い
に
戸
惑
う
母
親
が
少
な

く
な
い
。
補
助
員
の
増
員
、
あ
る
い
は

柔
軟
な
雇
用
や
配
置
か
ら
改
善
の
糸
口

を
見
い
だ
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

預
か
り
時
間
の
延
長
は
、
支
援
員

の
負
担
増
や
本
市
の
財
政
負
担
の
増
に

つ
な
が
る
た
め
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果

な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
。

観
光
誘
客
へ
の
魅
力
発
信
と

　

統
一
地
方
選
挙
で
の
東
区
の
開
票
遅
れ

荒
井　

宏
幸（

翔
政
会
）

 　
　

伝
統
的
な
日
本
庭
園
や
花
咲
く
公

園
な
ど
を
巡
る
国
の
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
制
度
第
１
弾
に
登
録
さ
れ
た
「
に

い
下
で
、
学
校
現
場
の
状
況
を
見
れ
ば
、

市
単
独
の
教
員
の
増
員
を
急
い
で
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

教
職
員
の
配
置
は
地
域
の
財
政
力

な
ど
で
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
国
の

責
任
で
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、

定
数
改
善
を
国
へ
強
く
要
望
し
て
い
く
。

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
拡
充
と

　

高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

飯
塚　

孝
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

本
市
が
実
施
し
た
慢
性
的
な
疾
病

を
持
つ
児
童
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
、
医
療

的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
先
が
少
な
い
な

ど
の
声
が
あ
っ
た
。
一
時
預
か
り
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
対
応
で
き
る
医
療

型
短
期
入
所
施
設
の
増
設
が
必
要
で
は
。

　
　

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に
は
医
療

機
関
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
、
利
用

者
や
事
業
所
な
ど
を
通
じ
て
実
態
を
把

握
し
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
必

要
な
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

 　
　

本
市
で
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な

ど
へ
食
事
の
提
供
や
安
否
確
認
を
目
的

に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
き
た
が
、

民
間
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
理
由
に
東
区

と
中
央
区
で
は
廃
止
さ
れ
、
実
施
中
の

区
で
も
配
食
頻
度
な
ど
に
差
が
あ
る
。

孤
独
死
対
策
な
ど
の
た
め
に
も
全
市
で

毎
日
配
食
で
き
る
体
制
に
す
べ
き
で
は
。

　
　

配
食
事
業
者
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
担
い
手
と
し
て
役
割
を
果
た

し
、
利
用
者
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る

よ
う
情
報
提
供
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

●医療的ケア児
　医学の進歩を背景
に、NICU（新生児集
中治療室）などから
退院した後、引き続
き人工呼吸器や胃ろ
うなどを使用し、た
んの吸引や経管栄養
などの医療的ケアが
日常的に必要な児。

にいがた市議会だより3 令和元年（2019年）８月４日

●本会議での発言などを記録した『会議録』を市政情報室（市役所本館１階）および市立図書館に備えてありますのでご利用ください。



子
ど
も
の
命
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
と

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用

東
村　

里
恵
子

（
翔
政
会
）

 　
　

西
区
の
事
件
か
ら
１
年
、
子
ど
も

た
ち
の
命
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
む

中
、
秋
葉
区
の
金
津
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
見
守

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
し
た
市

民
主
導
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援

し
、
地
域
力
と
犯
罪
抑
止
力
の
向
上
を

目
指
す
活
動
を
拡
大
す
べ
き
で
は
。

　
　

各
地
域
で
の
犯
罪
抑
止
活
動
の
成

功
事
例
を
情
報
提
供
し
、
全
市
的
な
展

開
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
な
ど
、
市

民
が
主
体
と
な
る
子
ど
も
を
守
る
取
り

組
み
の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

 　
　

改
正
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
制

度
、
仕
組
み
を
利
活
用
し
、
本
市
を
応

援
し
て
く
れ
る
人
を
増
や
す
と
と
も
に
、

８
区
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
再
認
識

し
て
も
ら
う
た
め
、
返
礼
品
を
再
度
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
寄
附
金
の
使
い

道
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
は
ど
う
か
。本市では「ル レクチエ」

などのさまざまな返礼
品を用意している。

　
　

観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
と
連
携
す

る
と
と
も
に
、
本
市
の
事
業
に
関
連
し

た
商
品
を
返
礼
品
と
す
る
な
ど
、
本
市

の
魅
力
発
信
に
努
め
て
い
く
。

農
業
構
想
の
見
直
し
イ
メ
ー
ジ
と

 

学
校
給
食
の
充
実

保
苅　

浩
（
翔
政
会
）

 　
　

新
潟
市
農
業
構
想
策
定
か
ら
前
半

の
４
年
が
経
過
し
た
が
、
現
状
で
は
大

き
な
進
展
が
あ
っ
た
と
評
価
す
る
状
況

に
は
な
い
。
構
想
を
一
部
見
直
す
と
の

こ
と
だ
が
、
後
継
者
・
担
い
手
の
確
保

と
育
成
、
園
芸
を
加
え
た
複
合
経
営
へ

の
シ
フ
ト
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
見
直
す
の
か
。

　
　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を

踏
ま
え
、
必
要
な
施
策
を
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
。
さ
ら
に
園
芸
の
大
規
模
産

地
化
な
ど
、
集
中
的
に
取
り
組
む
べ
き

施
策
も
あ
る
と
考
え
る
。

 　
　

学
校
給
食
を
通
し
て
地
場
の
農
業

や
食
文
化
に
触
れ
る
こ
と
は
、
自
分
の

育
っ
た
地
域
に
対
す
る
誇
り
に
つ
な
が

る
。
日
本
一
の
米
生
産
都
市
で
あ
る
本

市
の
給
食
米
は
、
地
場
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

に
こ
だ
わ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
給
食
な
ど
の
機
会
を
捉

え
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
も
含
め
た
多
様
な
市

内
産
の
農
産
物
が
提
供
で
き
る
よ
う
、

教
育
委
員
会
と
協
力
し
て
い
く
。

避
難
所
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
と

　

竹
尾
イ
ン
タ
ー
交
差
点
の
交
通
渋
滞
解
消

豊
島　

真
（
翔
政
会
）

 　
　

災
害
は
被
災
す
る
だ
け
で
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
が
、
避
難
住
民
に

と
っ
て
避
難
所
生
活
が
長
引
け
ば
、
精

神
的
に
も
身
体
的
に
も
さ
ら
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
。
指
定
避
難
所
の
居
住
ス

ペ
ー
ス
は
１
人
当
た
り
ど
の
程
度
確
保

さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

居
住
ス
ペ
ー
ス
は
１
人
当
た
り
２

平
方
メ
ー
ト
ル
と
算
出
し
て
い
る
が
、

ス
ペ
ー
ス
の
活
用
方
法
は
、
地
域
住
民
、

施
設
管
理
者
、
行
政
職
員
の
３
者
で
協

議
し
て
避
難
所
ご
と
に
定
め
て
い
る
。

 　
　

竹
尾
イ
ン
タ
ー
交
差
点
の
渋
滞
解

消
は
、
周
辺
住
民
と
多
く
の
新
潟
市
民

に
と
っ
て
長
年
の
悲
願
で
あ
る
。
ま
た

大
規
模
工
場
と
卸
団
地
を
持
つ
東
区
の

渋
滞
解
消
は
、
本
市
発
展
の
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
思
う
が
、
現
状
認
識
と
今
後

の
改
善
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　

交
差
点
付
近
で
直
進
車
線
が
１
車

線
に
絞
ら
れ
る
こ
と
で
渋
滞
が
発
生
す

る
た
め
、
片
側
２
車
線
化
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

通
学
路
上
の
橋
の
欄
干
の
総
点
検
と

 

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

 　
　

日
本
道
路
協
会
が
定
め
る
橋
の
欄

干
の
高
さ
の
設
置
基
準
は
１
・
１
メ
ー

ト
ル
以
上
と
さ
れ
て
い
る
。
通
学
路
に

な
っ
て
い
る
市
内
の
橋
の
欄
干
の
高
さ

の
総
点
検
を
行
い
、
安
全
対
策
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

橋
の
欄
干
は
児
童
を
守
る
た
め
の

重
要
な
施
設
で
あ
り
、
今
後
合
同
パ
ト

ロ
ー
ル
に
お
い
て
高
さ
が
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
点
検
し
、
よ

り
安
全
な
道
路
管
理
に
努
め
て
い
く
。

 　
　

教
育
機
会
確
保
法
に
は
、
学
校
以

外
の
場
で
の
多
様
で
適
切
な
学
習
活
動

の
重
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
、
こ
れ
を
受

け
て
文
部
科
学
省
で
は
各
教
育
委
員
会

に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
連
携
す
る
よ
う

周
知
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
し
っ
か
り
連
携
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
学
校
、
教
育

委
員
会
と
が
連
携
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
必
要
で
あ
り
、
先
進
地
視
察
を
行

い
連
携
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）

ナ
ン
ト
市
と
の
経
済
交
流
と

　

管
理
不
全
な
空
き
家
に
対
す
る
取
り
組
み

林　

龍
太
郎（

翔
政
会
）

 　
　

市
長
は
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
ト
市
と

の
姉
妹
都
市
提
携
10
周
年
を
祝
う
式
典

に
出
席
し
た
際
、
ナ
ン
ト
市
側
か
ら
の
、

文
化
交
流
だ
け
で
な
く
食
を
は
じ
め
と

す
る
経
済
交
流
ま
で
拡
大
さ
せ
た
い
旨

の
提
案
に
同
意
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

実
現
に
向
け
て
踏
み
出
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

姉妹都市ナント市のまち並み

　
　

企
業
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、

日
欧
の
経
済
連
携
協
定
な
ど
環
境
も
整
っ

て
き
た
。
地
元
産
品
を
紹
介
し
合
う
機

会
を
設
け
る
こ
と
か
ら
検
討
し
た
い
。

 　
　

管
理
不
全
な
空
き
家
に
つ
い
て
、

自
治
会
だ
け
で
は
手
の
施
し
よ
う
が
な

く
、
早
急
な
行
政
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
注
意
喚
起
を
行
っ
て
も
改
善
の

見
ら
れ
な
い
空
き
家
に
対
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

空
き
家
対
策
の
連
携
協
定
を
締
結

し
た
団
体
へ
の
相
談
を
促
す
他
、
保
安

上
危
険
な
空
き
家
は
、
法
に
基
づ
く
行

政
指
導
や
条
例
に
基
づ
く
応
急
危
険
回

避
措
置
な
ど
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

区
役
所
の
権
限
・
予
算
強
化
と

　

区
の
都
市
計
画
作
成
の
方
向
性

土
田　

真
清（

翔
政
会
）

 　
　

分
権
型
政
令
市
の
進
化
に
向
け
、

区
役
所
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
権
限
と

予
算
を
配
分
し
、
区
の
課
題
解
決
に
即

断
即
決
で
き
る
大
き
な
区
役
所
の
体
制

を
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
現

在
の
区
の
予
算
規
模
へ
の
認
識
は
。

　
　

区
に
直
接
配
分
さ
れ
る
予
算
が
低

い
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
各
区
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
区
の
特
性
や
意

向
が
よ
り
反
映
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

 　
　

現
在
、
区
の
都
市
計
画
は
新
潟
市

都
市
計
画
基
本
方
針
に
お
い
て
、
全
市

的
な
視
点
か
ら
区
づ
く
り
の
方
向
性
を

示
す
区
別
構
想
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

生
活
圏
の
視
点
か
ら
区
の
個
別
具
体
の

方
針
を
示
す
（
仮
称
）
区
づ
く
り
都
市

計
画
プ
ラ
ン
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

プ
ラ
ン
の
必
要
性
と
今
後
の
進
め
方
は
。

　
　

個
別
具
体
の
取
り
組
み
で
都
市
計

画
に
よ
り
進
め
る
必
要
が
あ
る
場
合
に

は
、
計
画
の
熟
度
が
上
が
っ
た
段
階
で
、

地
元
組
織
な
ど
関
係
者
と
議
論
し
、
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

公
営
住
宅
入
居
に
係
る
根
保
証
契
約
と

 

退
居
時
の
原
状
回
復
義
務

佐
藤　

耕
一（

翔
政
会
）

 　
　

来
年
４
月
施
行
の
改
正
民
法
で
は
、

個
人
を
保
証
人
に
根
保
証
契
約
を
締
結

す
る
場
合
、
保
証
の
極
度
額
の
定
め
が

な
け
れ
ば
そ
の
効
力
が
生
じ
な
い
こ
と

と
な
る
が
、
公
営
住
宅
の
既
存
・
新
規

入
居
者
の
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
も
影

響
は
あ
る
か
。

　
　

民
法
改
正
に
よ
り
極
度
額
の
設
定

が
必
要
に
な
る
こ
と
や
、
国
か
ら
の
通

知
な
ど
を
踏
ま
え
、
連
帯
保
証
人
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
現
在
検
討
し
て
い
る
。

 　
　

公
営
住
宅
の
原
状
回
復
義
務
の
範

囲
に
つ
い
て
、
改
正
民
法
で
は
経
年
劣

化
部
分
が
そ
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
た
が
、
改
正
民
法
施
行

前
の
入
居
者
の
退
居
時
に
お
け
る
原
状

回
復
義
務
の
範
囲
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
改
正
後
の
入
居
者
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、
入
居
者
の
不
注
意
に
よ
る

も
の
を
除
く
住
戸
内
の
経
年
劣
化
部
分

は
市
が
負
担
し
、
畳
の
表
替
え
な
ど
は

入
居
者
が
負
担
し
て
い
る
。
改
正
後
の

退
居
者
も
同
様
の
取
り
扱
い
と
な
る
。

部
活
動
顧
問
の

 

負
担
軽
減
へ
の
取
り
組
み

内
山　

幸
紀

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

中
学
校
教
員
の
長
時
間
勤
務
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
部
活
動
顧
問

の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
本
市
で
は
部

活
動
指
導
員
を
配
置
し
て
い
る
が
十
分

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
市
に
お
い

て
、
ど
の
区
で
も
公
平
に
教
育
が
受
け

ら
れ
る
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
今
後
の
現
役
世

代
の
移
住
・
定
住
の
大
き
な
目
安
に
も

な
り
得
る
。
８
区
の
中
で
部
活
動
顧
問

や
教
員
の
配
置
の
影
響
で
教
育
に
隔
た

り
が
で
き
て
は
、
政
令
市
と
し
て
恥
じ

る
べ
き
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
部
活
動

指
導
員
の
今
後
の
増
員
計
画
を
伺
う
。

　
　

部
活
動
指
導
員
を
昨
年
度
の
３
人

か
ら
、
本
年
度
は
８
人
に
増
員
し
た
他
、

生
徒
に
技
術
指
導
を
行
う
部
活
動
エ
キ

ス
パ
ー
ト
を
58
人
、
顧
問
の
指
導
補
助

お
よ
び
生
徒
の
安
全
指
導
・
安
全
管
理

を
行
う
部
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
を
47
人
配

置
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
持
つ
外
部

指
導
者
の
役
割
を
生
か
し
な
が
ら
、
部

活
動
顧
問
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

（
教
育
長
）

●  教職員の多忙化解
消に向けた取り組み

　本市では教職員の
第２次多忙化解消行
動計画を策定し、部
活動での外部人材の
積極的な活用などを
含むさまざまな取り
組みを通じ、教職員
の長時間勤務の縮減
を推進している。

にいがた市議会だより 4令和元年（2019年）８月４日

●新聞（新潟日報、朝日・読売・毎日・産経・日本経済新聞）を購読されていない方には市議会だよりを申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ☎025－226－3385（直通）



万
代
地
域
の
公
園
整
備
の
方
向
性
と

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

内
山　

航
（
翔
政
会
）

 　
　

万
代
地
域
の
優
位
性
は
商
業
施
設

と
信
濃
川
や
す
ら
ぎ
堤
へ
の
近
さ
も
そ

の
一
つ
だ
が
、
レ
イ
ン
ボ
ー
タ
ワ
ー
が

な
く
な
り
、
万
代
の
こ
れ
か
ら
の
役
割

を
考
え
る
と
、
旧
国
土
交
通
省
跡
地
に

市
民
の
誇
り
と
な
る
よ
う
な
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

新
潟
駅
万
代
広
場
は「
都
市
の
庭
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
新
潟
駅
周
辺
の
公
園
で
は
、
民
間

企
業
な
ど
か
ら
提
案
を
伺
い
な
が
ら
、

既
存
の
公
園
緑
地
や
街
路
樹
を
有
効
活

用
し
魅
力
的
な
空
間
を
創
出
し
て
い
く
。

 　
　

本
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
総
合
計
画
の
推
進
と
方
向
性

は
一
致
し
て
い
る
と
言
う
だ
け
で
は
弱

過
ぎ
る
。
選
ば
れ
る
自
治
体
、
そ
し
て

拠
点
性
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
積
極
的
に
取
り
組
み
発
信

す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　
　

選
ば
れ
る
都
市
に
な
る
よ
う
、
本

市
の
取
り
組
み
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
発
信
し
て
い
く
。

若
者
の
市
内
就
労
に
向
け
て
の
対
策
と

 

観
光
政
策
の
今
後
の
取
り
組
み

小
林　

弘
樹（

翔
政
会
）

 　
　

若
者
の
県
外
流
出
が
増
加
し
て
お

り
、
こ
の
春
、
県
内
の
大
学
、
短
大
、

専
修
学
校
を
卒
業
し
た
学
生
の
県
内
就

職
率
は
57
％
と
低
下
傾
向
が
続
い
て
い

る
。
市
内
企
業
へ
の
就
労
を
促
す
た
め

本
市
で
も
対
策
を
取
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　

複
数
の
中
小
企
業
が
共
同
で
行
う
、

採
用
と
社
員
定
着
率
の
向
上
に
向
け
た

活
動
へ
の
支
援
を
新
た
に
始
め
、
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
や
若
者
の
転
出
抑
制

を
図
る
施
策
を
一
体
的
に
実
施
す
る
。

 　
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
高
ま
り
、

外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。
宿

泊
施
設
の
案
内
、
空
港
、
駅
か
ら
の
２

次
交
通
、
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

な
ど
の
整
備
や
、
文
化
財
、
記
念
物
の

利
活
用
な
ど
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
今
後
の
事
業
計
画
は
ど
う
か
。

　
　

食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
多
言
語
化
な
ど
、

民
間
事
業
者
が
行
う
受
け
入
れ
環
境
の

整
備
を
支
援
す
る
他
、
民
間
主
導
の
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
創
出
予
定
で
あ
る
。

常任委員会行政視察

総務常任委員会
期　日　７月24日～７月25日
視察先・調査事項
《松山市》
・  選挙コンシェルジュ、選挙クルー・
プロジェクトについて

《福岡市》
・広報戦略について

文教経済常任委員会
期　日　７月30日～８月１日
視察先・調査事項
《福岡市》
・Fukuoka Growth Nextの取り組みについて
《北九州市》
・九州鉄道記念館について
《福岡県那珂川市》
・コミュニティスクールについて
・小規模特認校について
《広島市》
・せとうちDMOの取り組みについて

市民厚生常任委員会
期　日　７月23日～７月25日
視察先・調査事項
《神戸市》
・まちなか防災空地事業について
《NPO法人いのちの応援舎（高松市）》
・  出産、子育て支援、高齢者支援を柱
とし、子どもから高齢者までが共に
集う施設について

《大阪府枚方市》
・  産後ママ安心ケアサービス（枚方市産
後ケア事業）について

環境建設常任委員会
期　日　７月23日～７月25日
視察先・調査事項
《札幌市》
・水道記念館について
・モエレ沼公園について
《北海道ニセコ町》
・SDGsの取り組みについて

　各常任委員会の行政視察を行いましたのでお知らせします。
　報告書は市議会ホームページに掲載する他、市政情報室（市役所本館１階）お
よび市立図書館に配置する予定です。

議会からのお 知 ら せ

本会議のインターネット中継を行っています
　本会議の生中継の他、録画中継も行っています。録画中継は、本会議のあった
日からおおむね５日以内（土・日曜日、祝日を除く）に開始し、次回定例会の録
画中継開始までご覧いただけます。
●市議会ホームページアドレス　http://www.city.niigata.lg.jp/shigikai/index.html

【問い合わせ】議会事務局議事課　☎025-226-3395（直通）

単位（円）

 会派名など

支出項目など

保守市民
クラブ
（11人）

新市民
クラブ
（11人）

日本共産党
新潟市議会
議員団
（７人）

民主
にいがた
（４人）

新潟市政
クラブ
（５人）

新潟市
公明党
（４人）

市民ネット
にいがた
（３人）

無所属
（１人）

無所属
（１人）

無所属
（１人）

無所属
（１人） 合計

収　　　入 20,550,000 19,800,000 11,550,000 9,900,000 9,000,000 7,200,000 5,400,000 1,440,000 1,440,000 1,440,000 1,440,000 89,160,000 

支　
　
　

出

調査研究費 1,112,614 1,677,077 623,158 2,304,842 1,860,165 965,198 468,193 5,657 168,762 120,317 89,227 9,395,210 

研 修 費 183,930 0 635,862 0 0 88,400 111,998 0 0 0 0 1,020,190 

広 報 費 10,759,402 5,304,564 3,775,195 3,488,478 1,929,428 3,881,425 4,193,354 1,434,343 520,000 833,279 0 36,119,468 

広 聴 費 0 78,736 952,579 0 280,789 0 0 0 0 0 0 1,312,104 

要請・陳情活動費 7,250 8,750 127,740 0 25,550 0 0 0 0 0 0 169,290 

会 議 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

資 料作成費 18,687 0 0 37,116 129,600 0 0 0 0 6,000 0 191,403 

資 料購入費 467,749 874,101 468,992 832,318 275,065 283,929 98,865 0 8,400 107,612 0 3,417,031 

人 件 費 1,804,330 1,818,945 1,387,173 180,000 782,082 0 225,090 0 0 0 350,000 6,547,620 

事 務 所 費 680,003 1,736,313 488,375 723,326 249,505 226,545 302,500 0 0 0 202,627 4,609,194 

計 15,033,965 11,498,486 8,459,074 7,566,080 5,532,184 5,445,497 5,400,000 1,440,000 697,162 1,067,208 641,854 62,781,510 

残　　　額 5,516,035 8,301,514 3,090,926 2,333,920 3,467,816 1,754,503 0 0 742,838 372,792 798,146 26,378,490 

●政務活動費の交付額は、会派が「会派交付（所属議員数×月額150,000円）」または「会派および議員交付（会派交付分：所属議員数×月額30,000円、議員交付分：月額120,000円）」の２通りから選択す
ることにしています。また会派に属さない議員（無所属）には、議員交付分の月額120,000円を交付しています。　●紙面の都合上、表は会派別に会派交付分と議員交付分の合計を記載しています（日本
共産党新潟市議会議員団、市民ネットにいがたは会派交付を選択）。会派交付分および議員交付分の内訳は市議会ホームページに掲載しています。　●各会派の人数は、平成31年４月30日（政務活動
費収支報告書提出期限）時点の人数を記載しています。なお保守市民クラブ、日本共産党新潟市議会議員団、民主にいがたは、平成30年度中に議員辞職などにより所属議員数が変動しています。　●政
務活動費収支報告書と領収書などの支払証拠書類は、議会事務局で閲覧することができます。写しが必要な場合は１面につき10円を負担いただきます。また市議会ホームページでもご覧いただけます。

平成 30 年 度 　 政 務 活 動 費 執 行 状 況　（平成30年４月～平成31年３月交付分）

▼
不
採
択

　

●
陳
情
第
２
２
６
号

　
　

  

新
潟
市
民
病
院
の
複
数
主
治
医
制

を
市
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
１
号

　
　

  

市
民
病
院
は
患
者
、
家
族
と
の
対

応
に
つ
い
て
解
決
を
図
る
べ
く
改

善
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
第

１
項
か
ら
第
３
項
）

　

●
陳
情
第
３
号

　
　

  

新
潟
交
通
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
適

正
な
る
助
成
金
の
支
出
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
５
号

　
　

  

障
が
い
者
の
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

に
つ
い
て
（
第
１
項
か
ら
第
３
項
）

　

●
陳
情
第
７
号

　
　

  

市
長
、
議
員
、
職
員
の
報
酬
（
月

給
）
１
割
カ
ッ
ト
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て　

　

●
陳
情
第
８
号

　
　

 

75
歳
以
上
の
医
療
費
負
担
の
原
則

２
割
化
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
９
号

　
　

  

秋
葉
区
矢
代
田
駅
周
辺
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
10
号

　
　

  

Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
見
直
し
、
直
行
便
を
大

幅
に
ふ
や
す
よ
う
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

●
陳
情
第
11
号

　
　

  
財
政
健
全
化
の
た
め
に
土
木
費
の

見
直
し
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
12
号

　
　

  

新
潟
市
の
１
兆
１
７
４
億
円
の
莫

大
な
借
金
を
減
ら
し
財
政
の
健
全

化
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て（
第
１

項
お
よ
び
第
２
項
）

陳
情
の
審
査
結
果

にいがた市議会だより5 令和元年（2019年）８月４日

●目の不自由な方を対象に市議会だより点字版・音声版（デイジー版、一般用ＣＤ版）を申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ☎025－226－3385（直通）



■ 議 案 と そ の 結 果 ■

６月定例会【議員提出】
議案番号 件　　　名 結果
第１号 大都市制度・行財政改革調査特別委員会設置について 可決
第２号 広域観光交流促進調査特別委員会設置について 可決
第３号 少子化調査特別委員会設置について 可決
第４号 農業活性化調査特別委員会設置について 可決

５月臨時会【市長提出】
議案番号 件　　　名 結果
第43号 市長専決処分について 承認
緊急議案
第１号 監査委員の選任について 同意

６月定例会【市長提出】
議案番号 件　　　名 結果
第44号 令和元年度新潟市一般会計補正予算 可決
第45号 新潟市会計年度任用職員の給与等に関する条例の制定について［地方公務員法等

の改正に伴い、会計年度任用職員の給与等に関して、必要な事項を定めるもの］
可決

第46号 新潟市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について［第46号か
ら第50号は、地方公務員法等の改正に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第47号 新潟市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 可決
第48号 新潟市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例等の一部改正について 可決
第49号 新潟市水道局企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正について 可決
第50号 新潟市民病院職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正について 可決
第51号 新潟市岩室地域水産業振興開発基金条例の廃止について［基金を原資とした助成

の終了に伴い、基金を廃止するもの］
可決

第52号 新潟市法定外公共物の取扱いに関する条例の一部改正について［消費税関係法令
の一部改正に伴い、鉱工業用水水利使用に係る使用料等を変更するもの］

可決

第53号 新潟市道路占用料条例の一部改正について［消費税関係法令の一部改正に伴い、
占用期間が１月未満の道路占用料に乗じる消費税率を「1.08」から「1.1」に変更す
るもの］

可決

第54号 新潟市消防関係手数料条例の一部改正について［消費税関係法令の一部改正に伴
い、特定屋外タンク貯蔵所に係る手数料を変更するもの］

可決

第55号 新潟市コミュニティセンター及びコミュニティハウス条例の一部改正について
［潟東地域コミュニティセンターの設置に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第56号 新潟市こども創作活動館条例の一部改正について［こども創作活動館の指定管理
者制度の導入に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第57号 新潟市市税条例等の一部改正について［地方税法の一部改正等に伴い、関連する
規定を整備するもの］

可決

第58号 新潟市介護保険条例の一部改正について［介護保険法施行令の一部改正に伴い、
低所得者の保険料軽減強化に関連する規定を整備するもの］

可決

第59号 新潟市ひまわりクラブ条例の一部改正について［新通つばさ小学校区にひまわり
クラブを設置するもの。また、西内野ひまわりクラブの移転に伴い、位置を変
更するもの］

可決

第60号 新潟市障がい者デイサポートセンター条例の一部改正について［センターの事業
内容の変更に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第61号 新潟市給水条例の一部改正について［水道法の一部改正に伴い、指定給水装置工
事事業者の指定に係る手数料制度を新設するもの］

可決

第62号 新潟市火災予防条例の一部改正について［不正競争防止法等の一部改正に伴い、
関連する規定を整備するもの］

可決

第63号 新潟県公安委員会委員の推薦について［任期満了に伴うもの　１名］ 同意
第64号 契約の締結について［主要地方道新潟中央環状線（信濃川渡河工区）Ｐ８橋脚工事］ 可決
第65号 契約の締結について［（仮称）潟東地域コミュニティセンター整備工事］ 可決
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について［任期満了に伴うもの　８名、委員の辞任に

伴うもの　１名］
同意

諮問第２号 地方自治法第229条の規定に基づく審査請求に関する諮問について［新潟勤労者総
合福祉センター使用料の不還付処分に係る審査請求について議会の意見を問うもの］

棄却すべ
きである

人

事

案

件

【
５
月
臨
時
会
】

▼  

新
潟
東
港
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業
団

議
会
議
員

　

阿
部　

松
雄
議
員　

皆
川　

英
二
議
員

　

五
十
嵐
完
二
議
員　

宇
野　

耕
哉
議
員

　

志
田　

常
佳
議
員　

石
附　

幸
子
議
員

▼  

三
条
・
燕
・
西
蒲
・
南
蒲
広
域
養
護
老

人
ホ
ー
ム
施
設
組
合
議
会
議
員

　

高
橋　

哲
也
議
員

▼
さ
く
ら
福
祉
保
健
事
務
組
合
議
会
議
員

　

栗
原　
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▼
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賀
北
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合
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会
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員
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益
夫
議
員　

佐
藤　
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一
議
員
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宏
幸
議
員　

飯
塚　

孝
子
議
員

　

松
下　
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議
員

▼
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原
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事
務
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合
議
会
議
員

　

水
澤　
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議
員

▼  
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県
後
期
高
齢
者
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広
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合
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会
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員

　

高
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議
員
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議
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員

【
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▼
新
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県
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鍋
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總
子
さ
ん

各会派の賛否状況や議案の内容を市議会ホームページに掲載しています。
下記のURLまたは右記のQRコードからアクセスしてご覧ください。
URL：http://www.city.niigata.lg.jp/shigikai/index_honkaigi/honkaigi_kekka/index.html

▶スマート
　フォンは
　こちらから

委 員 会 名 簿

■総務常任委員会（12人）
◎平　あや子
〇高橋　哲也
　古泉　幸一
　佐藤　耕一

　平松　洋一
　田村　要介
　豊島　　真
　渡辺　有子

　小柳　　聡
　小山　　進
　高橋　三義
　吉田　孝志

■文教経済常任委員会（13人）
◎志賀　泰雄
〇荒井　宏幸
　水澤　　仁
　深谷　成信
　内山　　航

　土田　真清
　保苅　　浩
　東村里恵子
　風間ルミ子
　加藤　大弥

　内山　幸紀
　青木　　学
　串田　修平

■市民厚生常任委員会（13人）
◎伊藤健太郎
〇宇野　耕哉
　佐藤　豊美
　阿部　松雄
　小野清一郎

　美のよしゆき
　小野　照子
　小林　弘樹
　飯塚　孝子
　高橋　聡子

　松下　和子
　石附　幸子
　小泉　仲之

■環境建設常任委員会（13人）
◎佐藤　正人
〇倉茂　政樹
　金子　益夫
　佐藤　幸雄
　栗原　　学

　皆川　英二
　林　龍太郎
　五十嵐完二
　細野　弘康
　佐藤　　誠

　志田　常佳
　竹内　　功
　中山　　均

常 任 委 員 会

■大都市制度・行財政改革調査特別委員会（13人）
◎小野清一郎
〇内山　　航
　古泉　幸一
　伊藤健太郎
　豊島　　真

　東村里恵子
　渡辺　有子
　平　あや子
　加藤　大弥
　小山　　進

　志田　常佳
　青木　　学
　中山　　均

■広域観光交流促進調査特別委員会（13人）
◎平松　洋一
〇荒井　宏幸
　阿部　松雄
　佐藤　耕一
　土田　真清

　小野　照子
　倉茂　政樹
　宇野　耕哉
　高橋　聡子
　志賀　泰雄

　高橋　三義
　竹内　　功
　吉田　孝志

■少子化調査特別委員会（12人）
◎五十嵐完二
〇細野　弘康
　佐藤　豊美
　栗原　　学

　皆川　英二
　深谷　成信
　美のよしゆき
　高橋　哲也

　小林　弘樹
　飯塚　孝子
　松下　和子
　串田　修平

■農業活性化調査特別委員会（13人）
◎水澤　　仁
〇石附　幸子
　金子　益夫
　佐藤　幸雄
　佐藤　正人

　田村　要介
　保苅　　浩
　林　龍太郎
　風間ルミ子
　小柳　　聡

　佐藤　　誠
　内山　幸紀
　小泉　仲之

特 別 委 員 会

◎佐藤　耕一
〇宇野　耕哉
　皆川　英二
　平松　洋一
　深谷　成信

　小野清一郎
　田村　要介
　伊藤健太郎
　五十嵐完二
　倉茂　政樹

　志賀　泰雄
　高橋　三義
　石附　幸子

議 会 運 営 委 員 会（13人）

◎飯塚　孝子
　高橋　哲也

　高橋　聡子
　志賀　泰雄

　内山　幸紀
　石附　幸子

図書室運営委員会（６人）　◎は主査

◎佐藤　耕一
〇宇野　耕哉
　皆川　英二

　小野清一郎
　平　あや子
　志賀　泰雄

　高橋　三義
　石附　幸子

議 会 改 革 推 進 会 議（８人）

◎石附　幸子
〇松下　和子

　平松　洋一
　倉茂　政樹

　小柳　　聡
　内山　幸紀

広 報 委 員 会（６人）

◎…委員長　〇…副委員長
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にいがた市議会だより 6令和元年（2019年）８月４日

●市議会だよりに関するご感想などがありましたらお聞かせください。ご連絡は議会事務局調査法制課へ　☎025－226－3385（直通）


